
南
岳
慧
忠
に
お
け
る
禅
観
の
考
察

i
l
禅
観
至
上
主
義
を
め
ぐ
っ
て
i

1

鶴

大

五口

田

は

め

む

南岳慧忍における禅観の考察

慧
思
(
五
一
五
i
五
七
七
)

の
思
想
は
、
『
槌
自
意
三
味
』
『
諸
法
無
誇
三
味
法
門
』
(
以
下
『
無
誇
三
味
』
)
『
法
華
経
安
楽
行
義
』

①
 

の
三
著
作
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
慧
患
の
志
想
を
あ
ら
わ
す
著
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
と
す
る
内
容
が
み
り
、
一
貫
性
を
持
ち
な
が
ら
も
極
々
に
主
張
す
る
独
自
の
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
慧
忠
の
生
き

た
当
時
の
社
会
的
状
況
や
慧
患
の
教
学
の
深
ま
り
の
中
で
の
発
展
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

(
以
下
『
安
楽
行
義
』
)

の
諸
研
究
で
は
『
随
白
意
三
味
』
や
『
無
誇
三
味
』

の
思
想
内
容
を
前
提
と
し
て
『
安
楽
行
義
』
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
忠
わ

一
貫
し
た
禅
定
主
義
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
な
さ
れ
て
い
旬
。

れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
慧
患
は
禅
観
至
上
主
義
で
あ
る
と
か
、

こ
こ
に
い
う
、
禅
観
至
上
主
義
と
は
、
禅
定
の
行
に
重
き
を
お
き
、
定
慧
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
特
に
乏
に
重
き
お
く
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
安
楽
行
義
』
の
み
を
み
る
限
り
、
禅
観
至
上
主
義
と
い
う
評
価
は
あ
ま
り
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に

『
無
誇
三
昧
』

で
は
禅
定
の
行
が
強
く
主
張
さ
れ
る
が
、

『
安
楽
仔
義
』
中
で
は
そ
れ
ほ
ど
他
の
行
と
比
べ
て
禅
定
の
行
が
格
別
に

扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
続
高
僧
伝
』
に
「
定
慧
双
開
L

と
あ
る
よ
う
に
、
慧
息
詰
実
践
と
学
解
と
の
等
し
き
法
を
説
き
、

そ
れ
は
智
頴
(
五
三
八
i
五
九
七
)
や
後
世
の
時
代
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
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相
違
点
を
明
確
に
し
、
調
々
の
著
作
の
役
割
と
い
っ
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
慧
患
の
思
想
は
禅
観
至
上
主
義
で
辻
な
い

と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
い
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
、

『
安
楽
行
義
』
を
比
較
し
て
い

『
無
誇
三
昧
』
と

く
。
具
体
的
に
は
、
慧
思
在
世
当
時
の
社
会
的
状
況
を
ふ
ま
え
る
た
め
に
『
続
高
僧
伝
』
を
み
て
い
き
、
両
著
に
お
け
る
禅
定
と
諦

経
の
比
較
検
討
を
行
い
、
ま
た
、
両
著
に
お
け
る
法
身
の
顕
現
に
つ
い
て
検
討
し
、
禅
定
と
議
経
の
扱
い
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

一、
禅
定
と
語
経
に
つ
い
て

高岳慧思における禅観の考察

ー
、
「
続
高
信
伝
L

の
記
述

『
続
高
僧
伝
』

慧
患
に
隠
し
て

諦
コ
ル
コ
ト
法
華
等
ノ
経
↓
三
十
余
巻
、
数
年
之
関
一
一
千
遍
便
ハ
チ
満
ッ
。
〈
:
:
:
中
略
:
:
:
〉
坐
議
相
ヒ
尋
イ
デ
荊
ツ
テ
、
為
コ
恒
業
↓
。

由
一
」
ァ
匙
ノ
苦
行
一
一
一
、
得
げ
ヮ
見
刊
ヲ
三
生
一
一
所
ン
行
道
三
事
与
〈
:
:
:
中
略
:
:
:
〉
因
ミ
ニ
読
一
、
一
妙
勝
定
経
イ
歎
コ
テ
禅
ノ
功
徳
イ
、
便
鷲

発
心
シ
テ
惨
一
一
尋
ス
定
友
三
〈
:
:
:
中
略
:
:
:
〉
乃
ハ
チ
以
コ
テ
大
小
乗
中
ノ
定
慧
等
シ
キ
法
イ
、
敷
揚
引
稔
ど
ァ
用
ッ
テ
摂
ユ
一
白
地
41

〈
:
:
:
中
略
:
・
・
:
〉
岳
山
一
江
東
ノ
仏
訟
弘
二
重
一
シ
テ
義
門
イ
、
至
一
J

テ
ハ
於
禅
法
一
一
、
蓋
シ
蔑
如
タ
ヮ
也
。
面
モ
思
、
慨
コ
テ
斯
ノ
南
巌
ザ
、

定
慧
双
開
シ
、
重
ハ
談
一
J

テ
理
義
イ
、
夜
ハ
梗
チ
思
択
ス
o

故
-
一
所
一
一
発
ス
ル
言
無
り
非
ば
ト
イ
フ
致
W

ニ
遠
ク
ニ
。
便
ハ
チ
験
ス
ル
一
一
、
国
川
テ
定
-
一

発
以
ト
イ
フ
慧
ヲ
。
此
ノ
言
不
レ
虚
ナ
ラ
。
高
主
ノ
禅
宗
李
け
リ
不
w
承
け
諸
ヲ
。

で
は
、

(
大
正
五
十
・
五
六
二
下
i
五
六
四
上
)

と
あ
り
、

『
法
華
経
』
な
ど
の
経
典
を
読
請
す
る
こ
と
三
十
余
巻
、
数
年
の
罰
に
千
遍
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
坐
禅
と
諦
経

と
を
も
っ
て
恒
の
行
と
し
、
あ
る
時
『
妙
勝
定
経
』
を
読
ん
で
禅
の
功
徳
に
感
嘆
し
、
改
め
て
禅
を
修
す
る
よ
う
に
な
る
。
『
絞
高

の
記
述
で
は
、
そ
の
後
慧
文
の
門
に
帰
依
し
て
法
華
三
昧
を
関
怪
し
、
大
小
乗
の
定
慧
等
き
法
を
も
っ
て
自
他
と
も
に
技
し

常
伝
』

- 92-



た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
特
に
経
典
の
読
請
に
専
念
し
た
時
期
と
、
主
に

『
妙
勝
定
経
』
に
よ
っ
て
禅
を
惨
め
た
時
期

と
が
あ
り
、

そ
し
て
、
定
慧
双
関
し
て
、
各
一
は
理
義
を
談
じ
て
、
夜
に
は
思
惟
に
ふ
け
っ
た
と
い
う
。
『
続
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
、

江
東
(
南
朝
)

の
仏
教
は
義
門
を
重
設
し
て
経
典
解
釈
に
傾
き
、
禅
法
を
軽
視
し
て
い
た
よ
う
で
、

そ
こ
で
、
慧
思
は
定
に
よ
っ
て

慧
を
お
こ
し
、
南
北
の
禅
宗
で
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

『
読
古
河
情
話
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
り
、
慧
田
仙
の
行
法
の
大
枠
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
実
践
の
行
法
と
し
て
、

坐
禅
と
謁

経
と
を
も
っ
て
し
、
江
東
に
お
い
て
禅
が
軽
視
さ
れ
る
中
、
定
と
慧
の
等
し
く
す
る
こ
と
を
説
き
、
定
に
よ
っ
て
慧
を
ち
こ
す
こ
と

を
説
い
た
。
そ
れ
は
南
北
の
禅
を
行
う
人
達
に
大
変
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

南岳慧思における禅観の考察

学
解
と
実
践
的
修
行
の
ど
ち
ら
か
に
偏
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
来
ょ
っ
稀
で
は
な
く
、
そ
の
典
型
的
な
例
を
こ
の
南
北
朝
時
代
に

③
 

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
横
超
慧
E
氏
は
こ
の
南
北
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
風
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
所
学
の
法
と
能
学
の
方
と

辻
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
は
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
或
定
慧
の
三
学
次
第
よ
り
す
れ
誌
、
戒
乏
の
行
に

よ
っ
て
菩
提
の
慧
が
達
せ
ら
れ
る
か
ら
行
が
関
門
た
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
間
忠
修
の
三
慧
次
第
よ
り
す
れ
ば
、
開
法
あ

っ
て
初
め
て
思
修
の
行
が
或
り
立
つ
故
に
解
が
着
手
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
解
に
よ
っ
て
行
が
立
ち
、
仔
は
ま
た
解
を

進
め
る
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
一
方
だ
け
で
は
仏
教
は
全
う
し
な
い
の
で
あ
る
。
横
超
氏
は
、
南
輯
で
は
義
学
講
経
に
一
偏
り
、
北

朝
は
坐
禅
語
経
に
頬
き
、
仏
教
の
正
し
い
在
り
方
と
し
て
辻
完
全
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
南
朝
で
は
文
義
の
講
究
を
も

っ
て
そ
の
肝
要
と
し
、
北
朝
で
は
修
禅
の
実
践
を
も
っ
て
仏
法
の
肝
要
と
さ
れ
て
い
た
。
慧
患
の

『
無
誇
三
味
』

で
も
「
文
字
の
論

師
」
と
あ
り
、
当
時
の
義
学
講
経
の
傾
向
に
批
判
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
北
朝
に
お
い
て
重
禅
軽
講
と
な
っ
た
理
由
と

し
て
、
国
家
的
政
策
と
外
国
法
師
と
の
接
触
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
北
方
で
は
道
安
が
格
義
仏
教
を
排
し
玄
学
的

何
傾
向
を
排
除
す
る
一
方
、
安
世
高
の
禅
観
の
振
興
を
説
き
、
煩
憐
を
尽
く
す
接
道
が
蔑
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
た
と
い
う
。
そ

し
て
、

印
度
西
域
ょ
っ
く
る
党
告
は
、
学
解
と
禅
法
と
が
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
経
典
は
禅
道
に
実
践
化
さ
れ
て
始
め
て
そ
の
意
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義
を
全
う
す
る
も
の
と
し
、
単
な
る
理
論
の
討
究
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
、
北
貌
の
港
陽
に
は
仏

陀
禅
師
や
菩
提
達
磨
、
菩
提
流
支
、
鞍
部
摩
提
等
が
渡
来
し
、
禅
経
や
大
乗
の
経
論
が
翻
訳
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
禅
観
実
修
の

嵐
潮
が
主
地
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
禅
観
実
修
の
基
盤
の
あ
る
北
地
の
影
響
が
、
「
坐
謁
あ
い
つ
い
で
」
と
あ
っ
た
よ

う
に
慧
患
に
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
慧
思
法
当
時
の
社
会
的
状
況
も
あ
り
、
義
門
に
偏
る
仏
教
界
に
禅
定
の
行
を
見
査
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
仏
教

を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
。
最
初
、
出
家
以
後
十
年
間
は
法
華
等
の
読
語
に
専
念
し
て
い
た
慧
患
が
、

一
転
し
て
修
禅
を
志
し
た
と
す

高岳慧思における禅畿の考察

る
解
釈
も
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
慧
思
が
経
典
の
読
請
や
義
門
を
軽
ん
じ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
議
経
は
実
践
の
行
で
あ

④
 

る
と
と
も
に
、
学
解
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
定
慧
双
関
と
あ
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。
実
擦
に
当
時
の
社
会
的

状
況
と
し
て
、
禅
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
た
結
果
、
慧
思
の

『
無
誇
三
味
』
に
お
い
て
、
禅
を
特
に
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
慧
患
の
禅
法
が
そ
う
い
っ
た
社
会
的
状
況
で
讃
、
え
ら
れ
、
受
け
入
ら
れ
た
こ
と
が
、
結
果
、
今
自
の
解
釈

と
し
て
、
慧
思
を
し
て
禅
観
至
上
主
義
と
い
っ
た
捉
え
方
が
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
社
会
的

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
実
際
に
慧
思
の
著
述
を
み
た
持
、
禅
観
至
上
主
義
と
い
う
ふ
う
な
捉
え
方
が
は
た
し
て
妥
当
だ
と
い
え
る

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

『
続
高
僧
伝
』
を
み
た
が
、
慧
患
の
著
述
の
上
で
は
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
る

『
無
誇
三
味
』
と
『
安
楽
行
義
』
に
お
け
る
禅
定
と
諦
経
の
取
り
扱
い
を
み
て
い
き
、
両
著
の
相
違

だ
ろ
う
か
。
当
時
の
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
る
た
め
、

を
み
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
お
さ
え
て
い
き
た
い
。

2
、
「
諸
法
鎮
静
三
味
法
門
」
に
お
け
る
禅
定
と
語
経

『
無
誇
三
昧
』
で
は
、
禅
定
の
行
を
強
く
主
張
す
る
。

夫
レ
欲
バ
レ
パ
学
プ
一
ン
ト
一
切
ノ
弘
法
ザ
、
先
-
一
持
コ
浄
或
↓
勤
コ
禅
定
-
一
一
、
得
ユ
一
切
ノ
弘
法
諸
ノ
三
味
円
、
〈
:
:
:
中
略
:
:
:
〉
西
摂
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法
イ
。
如
げ
是
ノ
無
量
ノ
仏
法
ノ
功
徳
ハ
、

一
一
切
皆
従
川
…
禅
生
三

(
大
正
四
六
・
六
二
七
下
)

と
あ
り
、
戒
を
保
ち
、
禅
乏
に
勤
め
る
こ
と
で
無
量
一
の
慧
を
得
る
こ
と
を
述
べ
、

全
て
の
仏
法
の
功
穫
は
禅
よ
り
生
ず
る
と
、
最
初

に
こ
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。
慧
思
が
こ
の
書
に
お
い
て
主
張
し
た
か
っ
た
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
理
由
に
つ
い

て
続
け
て
、

南岳慧思における禅観の考察

河
ヲ
以
テ
ノ
故
-
一
。
三
世
十
方
ノ
無
量
ノ
諸
弘
、
若
シ
ハ
欲
一
三
説
法
シ
テ
度
1
一
ン
ト
衆
生
↓
時
ハ
、
元
一
一
入
コ
禅
定
一
一
、
以
コ
テ
十
力
道
種
智
イ
、

以一
J

法
眼
寸
観
察
シ
克
ツ
テ
、
以
一
三
一
切
種
智
子
説
法
シ
度
ユ
衆

観
三
察
シ
衆
生
ノ
根
性
ノ
差
別
別
イ
、
知
寸
一
真
ノ
対
治
得
道
/
因
縁
マ

生
ーヲ

(
同
右
)

と
あ
り
、

諸
仏
が
衆
生
に
説
法
す
る
時
、

必
ず
先
に
定
に
入
る
の
は
、
道
種
知
日
な
ど
を
も
っ
て
ま
ず
衆
生
の
根
性
の
違
い
を
見
分
け
、

一
切
種
智
を
も
っ
て
衆
生
に
志
と
て
説
法
を
す
る
た
め
だ
と
い
う
。

『
無
誇
三
味
』

そ
の
対
治
の
仕
方
な
ど
を
知
り
、

で
は
衆
生
を

教
化
す
る
た
め
に
万
行
の
名
字
、
差
別
の
異
が
あ
る
と
し
て
、
仏
が
衆
生
を
教
化
す
る
に
は
無
量
の
教
化
法
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の

こ
こ
で
は
衆
生
の
根
性
差
別
の
観
察
や
、
そ
れ
に
伴
う
教
化
の
方
法
が
禅
に
よ
っ
て

そ
れ
に
必
要
な
要
素
、

前
提
に
立
っ
た
上
で
、

知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
c

ま
た
、

そ
の
説
法
の
仕
方
は
、

一
切
種
智
ト
ハ
者
名
ヅ
ケ
テ
為
コ
仏
眼
↓
、

赤
タ
名
ゴ
ヶ
現
一
一
切
色
身
三
味
↓
、
事
タ
名
コ
ク
並
目
安
色
身
三
味
づ
上
ハ
作
]
一
一
切
ノ
仏
身
、

諸
菩
瑳
身
、
辞
支
仏
身
、

阿
羅
漢
身
、
諸
天
王
身
、
転
輪
聖
者
、
諸
小
王
身
↓
、

下
ハ
作
コ
三
塗
六
趣
ノ
衆
生
之
身
づ
如
げ
是
ノ

一
切
ノ
仏
身
、

一
切
ノ
衆
生
身
ハ
、

無
げ
前
無
げ
後
、

亦
タ
無
コ
中
間
J

一
時
一
一
説
法
シ
度
コ
衆
生
て
皆
是

一
念
心
中
二
時
一
一
在
三
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禅
波
羅
蜜
ノ
功
徳
ノ
所
或
ナ
リ
。
是
故
-
一
仏
言
ハ
ク
、
若
シ
ハ
不
一
レ
一
パ
坐
禅
寸
、
平
地
ニ
テ
モ
顛
墜
ス
。
若
シ
ハ
欲
パ
パ
箭
ヱ
ン
ト
煩
悩
イ
、
先
-
一

以
W

テ
定
ヲ
動
ヵ
シ
、
然
ル
後
-
一
智
ヲ
モ
ツ
テ
抜
ク
。

(
同
右
)

一
切
種
智
と
も
、

現
一
一
切
色
身
三
味
、
並
日
現
色
身
三
昧
と
も
い
わ
れ
る
三
味
に
よ
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
身
を
現
じ
、

仏
践
と
も
、

こ
の
よ
う
な
一
切
の
身
は
一
念
の
心
の
中
に
お
い
て
一
時
に
行
ず
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

一
時
に
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
説
法

す
る
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
禅
波
羅
蜜
の
功
認
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
煩
悩
を
断
じ
る
た
め
に
も
、

そ
の
後
智
を
も
っ
て
そ
れ
を
抜
き
去
る
と
あ
り
、
煩
悩
を
断
ず
る
た
め
に
も
定

先
に
定
に
よ
っ
て
煩
悩
を
動
か
し
そ
れ
を
見
極
め
、

南岳慧思における禅緩の考察

行
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
。

慧
患
が
こ
の
書
に
お
い
て
禅
定
を
強
く
説
く
の
は
、
衆
生
教
化
の
た
め
普
現
色
身
三
昧
な
ど
神
通
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
全
て
の

三
味
、
神
通
力
の
基
と
な
る
の
は
禅
定
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

で
は
こ
の
拙
伴
走
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
定

の
定
義
に
つ
い
て
、

定
ハ
有
ゴ
無
量
」
総
ジ
テ
説
コ
三
種
寸
。
下
定
ハ
名
Y
ヶ
欲
界
定
斗
、
中
定
ハ
名
ゴ
ヶ
色
界
定
↓
、
上
定
ハ
名
1
7
無
急
界
定
↓
。
護
タ
次
一
一
下

定
ハ
是
レ
声
関
定
、
総
ジ
テ
擾
コ
三
界
三
中
定
ハ
是
レ
辞
支
仏
定
、
上
定
ハ
是
レ
如
来
定
、
及
ビ
諸
菩
薩
定
ナ
リ
。

(
同
右
・
六
二
七
下
1
六
二
八
上
)

と
あ
っ
て
、
定
は
無
量
で
あ
る
と
言
い
を
が
ら
も
、
大
別
し
て
三
還
を
説
き
、
三
界
と
三
乗
と
に
わ
け
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
定
に
お
け
る
果
も
自
ず
か
ら
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

以
下
の
文
に
、
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三
乗
ノ
殻
若
ハ
同
一
ノ
観
。
樋
い
テ
証
一
一
浅
深
-
一
差
別
ノ
異

2
1
知
一
ゴ
大
海
ノ
本
/
無
コ
ガ
増
減
」
随
一
J

テ
取
ル
者
/
器
一
一
一
大
小
ノ
異
リ
ア
リ
。

声
関
縁
覚
及
ビ
菩
薩
ト
。
如
来
ノ
智
慧
モ
亦
タ
揺
り
日
疋
ノ
。
十
二
因
縁
ト
四
種
知
日
ト
。
下
智
ハ
声
問
、
中
ハ
縁
覚
。
巧
慧
ノ
上
智
ハ
名
一
j

ク

菩
薩
づ
如
来
ト
顎
覚
ト
ハ
上
上
智
ナ
リ
。
以
一
J

禁
名
ノ
法
『
づ
北
コ
衆
生
寸
。
方
便
タ
ル
仮
名
ニ
差
別
ノ
異
リ
ア
リ
。
一
一
一
乗
/
智
慧
ハ
不
レ
能
川

知
ル
コ
ト
。
唯
ダ
仏
世
尊
独
リ
知
ル
耳
ノ
ミ
。
如
コ
大
集
経
ノ
雑
四
議
ゴ
三
乗
ノ
法
行
ハ
同
一
義
ナ
ー

(
同
右
・
六
二
八
下
)

と
あ
り
、
三
乗
と
い
い
な
が
ら
、

菩
薩
、
仏
と
に
わ
け
ら
れ
て
お
り
、

縁
覚
、

そ
れ
ぞ
れ
下
智
、
中
(
智
)
、
上

こ
こ
で
は
、
声
関
、

智
、
上
上
智
と
の
四
つ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
喝
の
部
分
で
は
、
三
乗
の
そ
れ
ぞ
れ
は
根
本
的
に
同
一
の
穀
若
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。

南岳慧患における禅緩の考察

大
中
海
の
水
が
無
増
無
減
で
あ
る
よ
う
に
、
智
慧
の
大
海
も
ま
た
増
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
証
に
従
っ
て
浅
深
の

差
別
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
大
海
の
水
を
汲
む
者
の
器
に
よ
っ
て
大
小
の
差
期
が
あ
る
の
だ
と
す
る
。

つ
ま
り
、
同
一
の
智
慧
の
海

に
い
な
が
ら
、
取
る
も
の
の
能
力
、
機
援
に
よ
っ
て
理
解
の
仕
方
が
異
な
り
、
証
悟
の
差
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

の
よ
う
な
「
無
名
の
法
」
と
い
わ
れ
る
方
便
に
よ
る
差
別
は
、
三
乗
の
智
慧
は
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、

た
だ
仏
の
み
が
知
る
こ
と
で

あ
る
と
い
う
。
定
に
よ
り
、
機
器
に
よ
り
、
得
る
と
こ
ろ
の
証
も
違
い
、
差
別
し
て
次
第
す
る
の
が
、

『
無
誇
三
味
』

の
禅
定
で
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
に
し
て
、

『
無
誇
三
味
』

で
辻
、
禅
定
の
行
を
重
視
し
、
も
っ
ぱ
ら
禅
観
を
接
す
る
こ
と
を
述
べ
、

そ
れ
に
よ
り
一
切

の
神
通
を
得
、
衆
生
を
度
し
、
煩
悩
を
胤
断
ず
る
と
い
う
。

し
か
し
、

『
読
高
憎
伝
』

で
は
「
主
語
あ
い
つ
い
で
L

と
あ
っ
た
よ
う
に
、
慧
患
は
も
っ
ぱ
ら
禅
の
み
を
実
践
行
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
北
朝
で
は
、

生
禅
議
経
の
実
践
が
広
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
議
経
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
ζ

説
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
諦
経
に
関
し
て
み
る
た
め
に
、
法
行
に
つ
い
て
説
か
れ
る
箇
所
を
検
討
し
て
み
る
。
コ
二
乗
の
法
行
は
同
一
義
な
り
」
(
同
六

二
八
下
)

こ
れ
は
『
大
集
経
』
に
説
か
れ
る
法
行
の
観
念
で
あ
り
、

そ
の
中
で
法
行
の
義
と
ほ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う

〉
」
?
レ
、

、.
'-
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問
い
に
対
し
て
、
法
行
で
な
い
も
の
と
し
て
以
下
の
も
の
を
あ
げ
て
い
お
。

楽
ッ
テ
為
コ
一
一
四
衆
イ
敷
暢
シ
テ
説
ク
。
是
楽
譜
ノ
説
一
一
ン
テ
非
コ
法
行
一
一
c

若
シ
更
-
一
復
タ
有
斗
ァ
諸
比
丘
」
請
一
J

如
来
ノ
十
二
部
経
才
能
ク

広
ク
演
説
シ
忠
一
一
惟
ス
義

τ
是
楽
患
惟
ナ
ヮ
無
ヨ
シ
法
行
」
若
シ
復
タ
次
一
一
存
コ
諸
比
丘
」
更
-
一
読
一
一
議
シ
十
二
部
経
て
演
説
シ
思
惟
シ
テ

観
一
〈
一
宜
つ
義
ザ
。
是
ヲ
名
コ
ヶ
楽
観
↓
無
ヨ
シ
法
行
」

(
司
右
・
六
二
八
下
)

南岳慧思における禅畿の考察

如
来
の
十
二
部
経
を
読
議
す
る
の
み
な
ら
ば
、
楽
譜
で
あ
っ
て
法
行
で
は
な
い
。
如
来
の
十
二
部
経
を
読
議
し
て
西
衆
の
た
め
に
広

く
説
く
の
は
、
楽
譜
で
あ
っ
て
法
行
で
は
な
い
。
如
来
の
十
二
部
経
を
読
請
し
、
広
く
演
説
し
、
そ
の
義
を
思
惟
す
る
な
ら
ば
、
そ

そ
の
義
理
を
観
ず
る
な
ら
ば
、
そ
れ

れ
は
楽
思
惟
で
あ
っ
て
法
行
で
は
な
い
。
如
来
の
十
二
部
経
を
読
語
し
、
演
説
し
、
思
惟
し
、

辻
楽
観
で
あ
っ
て
法
行
で
は
な
い
。
以
上
の
四
種
を
あ
げ
、
法
行
で
誌
な
い
も
の
と
し
て
、
読
語
、
漬
説
、
思
惟
、
観
法
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
続
い
て
法
行
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、

て
一
観
ズ
我
今
当
ニ
説
ク
ペ
ク
ン
パ
者
。
・
有
コ
テ
比
丘
一
能
ク
観
コ
身
心
づ
心
一
一
不
W

パ
貧
一
一
著
セ
一
切
相
一
一
。

謙
麗
ノ
下
意
ナ
ル
ニ
不
レ
生
げ
慢
ヲ
。
不
下
以
一
J

テ
愛
水
イ
洗
和
業
田
守
不
一
一
一
於
川
テ
中
-
一
種
一
」
識
ノ
種
子
守
滅
一
J

テ
覚
観
ノ
法
境
界
ノ
息
イ
。

永
ク
離
〉
テ
煩
鏑
寸
心
ハ
寂
静
ナ
ラ
ン
。
比
丘
ハ
如
げ
是
ノ
観
ゴ
身
心
て

夫
レ
法
行
ト
入
者
三
乗
ハ
同
ジ
ク
。

(
同
右
)

と
あ
っ
て
、
三
乗
に
共
通
の
智
を
法
行
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
は
心
の
境
界
を
す
べ
て
止
患
し
、
永
く
頚
舗
を
離
れ
て
心
の
寂
静
な
る

こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
法
行
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
経
典
の
読
諦
や
思
惟
、
ま
た
は
演
説
、
観
法
が
否
定
さ
れ
て
い
る

iJ宝

こ
れ
は
、
義
学
講
経
に
一
鋪
る
南
朝
の
学
風
を
批
判
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、

こ
の
書
に
お
け
る
禅
観
の
強
い
主
張
と
相
侯
っ
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て、

当
時
の
仏
教
界
へ
の
危
機
意
識
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
非
法
行
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
経
典
の
読

議
を
起
点
と
し
て
、

思
惟
、
演
説
、
観
法
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
慧
思
に
お
い
て
、
学
解
に
偏
る
原
因
と
し
て
、

経
典
の
読
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
印
夏
古
来
よ
り
請
経
は
実
践
の
行
で
あ
る
と
と
も
に
学
解
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た

七宝

心
の
寂
静
な
る
こ
と
を
か
え
り
み
な
い
読
議
行
に
は
何
の
意
味
も
な
い
と
慧
患
は
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
続
高

僧
伝
』

で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
慧
思
は
『
妙
勝
{
正
経
』

こ
の
書
に
お
け
る
『
妙
勝
走
経
』

に
よ
り
強
く
禅
に
影
響
さ
れ
た
と
あ
り
、

の
引
用
を
み
る
と
、

高岳慧思における禅観の考察

復
タ
次
-
一
如
一
J

勝
走
経
ノ
中
ノ
所
説
イ
。
若
シ
復
タ
有
川
入
、

不
り
パ
須
一
」
禅
{
疋
寸
、
身
一
一
不
レ
註
け
法
ヲ
。
散
心
ニ
シ
テ
読
一
一
語
、
ン
十
二
部
経

イ
、
巻
巻
一
一
傑
ラ
一
一
時
時
三

恒
汚
沙
劫
ニ
講
一
一
説
ス
ル
モ
是
経
マ

不
レ
如
一
J

一
念
忠

十
方
世
界
ハ
皆
龍
語
、
ン
通
利
ス
。
復
タ
大
ィ
一
一
精
進
シ
テ
、

椎
ノ
入
定
一
一
一
。
何
ヲ
以
ッ
テ
ノ
故
一
一
。
担
ダ
使
一
也
一
レ
ノ
発
心
シ
テ
欲
一
J

坐
禅
寸
ン
ト
者
、

難
一
円
モ
未
げ
得
一
一
禅
定
イ
、
己
一
一
勝
)
十
方
二
切
ノ
論

師
一
一
。
何
ニ
況
ン
ヤ
得
コ
ヲ
ャ
禅
定
之
説
コ
是
語
『
づ
時
、

五
百
ノ
論
師
ハ
来
一
一
詣
シ
テ
仏
所
一
一
、
倶
-
一
白
川
テ
仏
一
一
言

7
、
我
等
ハ
多
間
-
一
シ
ミ

総
ジ
テ
持
一
J

十
二
部
経
及
ピ
章
陀
論
五
部
ノ
見
定
イ
、
講
説
ス
ル
コ
ト
無
疑
ナ
リ
。
十
六
大
国
ハ
敬
け
コ
ト
我
ヲ
如
コ
仏
世
尊
↓
。
侭
ガ
故
ゾ

不
り
テ
讃
一
]
我
等
多
聞
ノ
智
慧
イ
、
独
ヮ
讃
ゴ
ル
ャ
禅
定
ザ
。
弘
告
ゴ
諸
論
部
一
一
一
、
汝
等
ノ
心
ハ
乱
ル
。
仮
復
多
間
ス
ト
モ
何
ノ
所
げ
一
フ
ン
ャ
益
ス
ル

也
。
汝
ハ
欲
刊
与
二
禅
定
一
角
力
計
ン
ト
。
〈
:
:
:
中
略
:
:
:
〉
汝
等
論
師
モ
赤
タ
復
タ
如
り
日
疋
ノ
。
欲
以
ル
モ
角
二
量
セ
ン
ト
禅
定
↓
、
無

V

有
コ
コ

J
疋
ノ
嘉
」

(
同
右
・
六
二
九
中
)

と
あ
っ
て
、

少
し
長
い
引
現
に
な
っ
た
が
、
慧
思
の
禅
の
、
玉
張
と
学
解
と
の
見
解
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
引
用
文
と
思
わ
れ
る
の
で
、

内
容
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

禅
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
身
に
法
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
散
心
の
読
議
行
の
み
で
は
、

ど
れ
だ

け
た
く
さ
ん
読
議
し
て
も
関
請
に
な
る
の
み
で
あ
る
と
す
る
c

ま
た
、

大
い
に
精
進
し
て
永
い
期
間
に
わ
た
っ
て
経
を
講
説
し
て
も
、
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一
念
思
惟
し
て
定
に
入
る
こ
と
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
講
説
は
一
念
の
定
に
入
る
に
は
敵
わ
ず
、
禅
を
も
ち
い
な

い
散
心
読
請
の
行
で
は
た
ん
な
る
闇
請
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
主
神
せ
ん
と
欲
し
て
、
未
だ
禅
定
を
得
て
い
な
い
者
で
も
、
そ
れ
ら

の
論
師
に
勝
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
議
諦
が
仏
に
向
い
、
多
聞
の
智
慧
を
讃
ぜ
ず
、

な
ぜ
禅
定
の
み
を
讃
ず
る
の
か
、

と
問
う
。

仏
は
答
え
て
、
論
師
た
ち
の
心
は
乱
れ
、
故
に
い
く
ら
多
関
し
て
も
な
ん
の
利
益
も
な
く
、

そ
の
よ
う
な
論
師
た
ち
が
禅
定
と
争
お

う
と
し
て
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
い
う
、
論
師
た
ち
の
多
聞
の
義
と
は
、
語
経
の
行
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
し
、
彼
ら
の
講
説
は
禅
定
を
行
う
者
た
ち
に
は
封
底
及
ば
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

南岳慧思における禅観の考察

『
妙
欝
走
経
』
は
、
偽
経
で
あ
る
と
さ
れ
、

⑥
 

の
行
の
復
活
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
慧
患
は
こ
の
経
に
よ
っ
て
、
南
朝
の
義
門
に
偏
る
仏
教
に
強
く
批
判
を
加
え

こ
の

こ
の
経
が
製
作
さ
れ
た
動
機
は
、
義
解
編
重
の
教
界
の
幣
嵐
を
一
一
掃
し
、
穆
禅

こ
の
書
が
ど
の
よ
う
な
人
物
達
に
向
け
て
説
か
れ
て
い
る
か
が
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

『
見
婆
沙
論
』

た
の
で
あ
り
、

を
引
用
し
て
、

若
シ
有
コ
比
丘
」
不
レ
言
マ
一
生
禅
ザ
、
身
-
一
不
レ
証
一
二
広
ヲ
。
敦
心
-
一
読
議
シ
、
議
一
一
説
シ
文
字
イ
、
弁
説
ス
ル
ヲ
為
立
高
ト
。
不
叫
ヲ
知
ラ
詐
ツ
テ

言
川
知
ル
ト
、
不
以
ヲ
解
セ
詐
ツ
テ
言
げ
モ
解
ス
ト
、
不
一
つ
日
ラ
覚
知
す
高
心
ニ
シ
テ
軽
一
一
慢
ス
坐
禅
之
人
↓
。

(
同
右
・
六
二
九
中
)

と
あ
り
、

こ
の
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
慧
患
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
坐
禅
を
も
ち
い
ず
、
散
心
に
読
請
す
る
者

で
、
生
禅
を
行
う
人
を
見
下
す
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
掲
の
部
分
で
も
、

忽
恕
ト
乱
心
シ
テ
講
コ
レ
パ
文
字
↓
。
死
シ
テ
入
コ
地
獄
-
一
一
呑
一
、
一
銭
丸
三
出
デ
テ
ハ
為
コ
テ
畜
生
↓
弥
げ
ン
劫
ヲ
失
。
知
げ
是
ノ
衆
生
ハ
不
一
一
白
ラ

知
寸
。
自
ラ
称
一
ヨ
我
ハ
石
コ
ト
大
智
慧
J

軽
一
一
段
ン
一
切
ノ
坐
禅
ノ
入
ザ
。
壊
一
一
乱
シ
テ
正
法
ザ
作
コ
魔
事
す
仮
使
講
マ
経
ヲ
恒
沙
劫
ナ
レ
ド
モ
。
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都
ベ
テ
不
三
曽
テ
議
一
J

仏
法
ノ
義
ザ
。

(
同
右
・
六
一
二

O
上
)

心
の
乱
れ
に
よ
る
講
経
と
い
う
も
の
が
指
摘
さ
れ
、

坐
禅
の
人
を
誘
る
者
は
、

た
と
え
永
き
ζ
わ
た
っ
て
経
を
講
じ
て
も
弘
法
の
義

は
理
解
し
得
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
講
説
や
経
典
を
読
議
し
て
坐
禅
を
顧
み
な
い
者
た
ち
に
批
判
官
す
る
の
だ
が
、

{.も
σ3 

乱
れ
に
よ
る
文
字
の
講
説
と
い
う
も
の
が
、
特
に
問
題
と
し
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
不
浄
乱
心
し
て
文
字
に
執
し
」
(
司
右
)
な

ど
、
乱
心
に
し
て
文
字
に
執
著
す
る
者
た
ち
へ
の
反
議
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
字
に
執
著
す
る
も
、

薦岳慧患における禅緩の考察

解一
J

一7
文
字
/
先
ヱ
ザ
不
一
、
J

パ
貧
著
寸
。

若
ン
修
づ
定
ヲ
時
解
]
ン
禁
生
寸
。

(
同
右
・
六
三

O
中
)

と
し
て
、
文
字
の
空
を
解
し
て
会
著
し
な
け
れ
ば
、
も
し
定
を
修
す
る
詩
集
生
を
解
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
定
と
文

字
の
法
と
が
兼
修
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

具
二
足
ス
禅
智
z
F

多
関
ノ
義
4
0

如
け
ノ
是
ノ
導
師
一
一
可
一
J

依
止
4
0

(
同
右
)

と
も
る
り
、
禅
曹
と
多
聞
の
義
と
を
具
足
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

こ
の
書
に
お
い
て
辻
、
禅
を
重
視
し
、
禅
よ
り
一
切
の
神
通
、
三
味
が
生
ず
る
こ
と
を
述
べ
る
一
方
で
、

そ
の

よ
う
な
禅
定
の
行
を
強
く
主
張
す
る
の
は
、
南
朝
の
義
門
に
一
偏
る
行
者
へ
の
批
判
と
是
正
を
促
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
故

と
が
対
比
し
て
説
か
れ
た
の
は
、
偏
っ
た
学
解
に
対
し
て
ひ
た
す
ら
禅
の
功
徳
を
述
べ
、

4

」
、

こ
の
書
で
、
禅
と
議
経
(
多
需
の
義
)

坐
禅
を
軽
ん
じ
る
諦
経
者
や
講
説
す
る
者
へ
批
判
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
社
会
的
事
情
か
ら
、

こ
の
主
自
に
お
い
て
、



慧
思
が
鯵
禅
の
行
を
強
く
主
張
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
文
字
の
空
な
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
い
れ
江
ょ
い
と
あ
り
、
禅

智
と
多
聞
の
義
を
具
足
す
る
と
も
あ
る
か
ら
、
全
く
経
典
の
読
諦
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

3
、
『
安
楽
存
義
」
に
お
け
る
禅
定
と
語
経

で
辻
、

『
安
楽
行
義
』
に
は
禅
定
詰
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
冒
頭
に
あ
る
箇
所
で
、

南岳慧思における禅観の考察

欲
U

ハ
パ
求
コ
大
乗
ザ
超
一
一
通
シ
一
一
切
ノ
諸
菩
薩
イ
疾
ク
或
村
ン
ト
仏
道
日
。
須

JU下
持
戒
忍
尋
精
進
勤
一
一
一
穆
シ
テ
禅
定
マ
専
心
一
一
勤
中
学
ス
法

華
三
昧
守

(
大
正
四
六
・
六
九
七
下
)

と
あ
り
、
冒
頭
部
分
に
こ
の
書
に
お
け
る
意
義
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
法
華
三
昧
と
い
う
重
要
な
三
味
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
禅
定
と
は
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
な
ど
と
と
も
に
六
波
羅
蜜
の
一
つ
と
し
て
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
専
心
に
法
華
三
昧
を
学

ぶ
よ
う
に
い
う
。
ま
た
、

欲
バ
パ
求
コ
ン
ト
無
上
道
↓
。
修
一
一
学
ス
ベ
ン
法
華
経
↓
。
身
心
-
一
証
一
J

討
露
↓
、
法
浄
土
妙
法
門
ナ
リ
。
持
戒
シ
行
コ
忍
辱
↓
。
修
一
一
習
ス
諸
ノ

禅
定
ザ
。

(
同
志
・
九
八
上
)

無
上
道
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

『
法
華
経
』
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
上
で
持
或
、
忍
辱
、
禅
定
を
修
習
す
る
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。と
こ
ろ
で
、

『
髄
自
意
三
味
』
『
無
誇
三
味
』
『
安
楽
行
義
』

で
は
六
波
羅
蜜
が
そ
の
行
の
基
本
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
み
ら
れ

A
V
 



て
い
る
。

『
随
自
意
三
味
』

で
は
行
・
住
・
坐
・
摂
・
食
・
語
の
六
薮
議
に
お
い
て
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
こ
と
を
説
き
、

『
禁
誇

昧
』
で
は
、
す
べ
て
の
道
品
・
六
度
を
禅
定
か
ら
説
明
し
て
お
り
、

六
波
羅
蜜
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
禅
定
を
特

に
重
視
し
て
い
る
の
が
こ
の
書
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
安
楽
行
義
』

で
も
六
波
羅
蜜
の
行
は
基
本
で
あ
る
が
、
禅
乏
の
行
は

あ
く
ま
で
六
波
羅
室
中
の
禅
定
の
域
を
越
え
た
も
の
で
は
な
く
、

『
無
誇
三
昧
』

の
よ
う
に
禅
定
が
他
の
五
波
羅
蜜
よ
り
優
越
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
、

そ
れ
誌
ど
別
搭
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、

『
無
誇
三
味
』

で
、
六
波
羅
蜜
中
、
特
に
禅

波
羅
蜜
を
重
視
し
た
の
と
は
そ
の
扱
い
に
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

『
安
楽
行
義
』
を
み
て
も
、

禅
定
ζ

つ
い
て
の
詳
細
な
解
釈
も
な
く
、

禅
定
か
ら
一
一
切
の
神
通
、

三
味
が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ

南岳慧思における禅観の考察

と
か
ら
も
わ
か
る
。
故
に
、

『
無
誇
三
味
』

の
よ
う
に
、
禅
乏
を
中
心
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
書
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

安

楽
仔
義
』

で
い
う
禅
定
の
行
は
法
華
三
昧
の
行
で
あ
る
無
相
行
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

郎
チ
是
安
楽
行
ナ
リ
。

一
切
諸
法
中
一
一
、

心
桔
寂
滅
、
ン
テ
、
畢
克
シ
テ
不
レ
生
ゼ
。
故
ニ
名
ヅ
ケ
テ
為
コ
無
棺
行
↓
也
。
常
一
一

無
棺
行
ト
ハ
者
、

在
弓
ァ
一
一
切
ノ
深
妙
ナ
ル
禅
定
一
一
一
、
仔
住
金
臥
飲
食
語
言
、

地
一
未
到
培
、
初
禅
地
、

一
切
或
議
心
嵩
ニ
定
ナ
ル
ガ
故
-
一
。
諸
絵
ノ
禅
定
、
三
界
次
第
三
従
コ
欲
界

空
慮
地
、
議
慮
、

無
所
有
慮
地
、
非
有
想
非
無
想
慮
地
、
如
げ
是
ノ
次

二
禅
地
、
三
禅
地
、

第
シ
テ
、
有
コ
十
一
一
種
ノ
地
一
差
別
シ
テ
不
同
ナ
リ
。
有
法
無
法
ノ
二
道
ハ
為
以
別
ト
。
是
レ
関
毘
曇
雑
心
ノ
聖
行
ナ
リ
。
安
楽
行
中
ノ
深

四
禅
地
、

妙
ナ
ル
禅
定
ハ
、

開
チ
不
レ
知
げ
セ
此
ノ
。
何
ヲ
以
ッ
テ
ノ
故
-
一
。
不
レ
依
一
一
止
セ
欲
界
一
て

不
レ
住
ヨ
色
無
色
一
一
一
モ
。
行
一
J

如
げ
是
ノ
禅
定
マ
是

菩
薩
遍
ク
行
ジ
テ
、
畢
克
シ
テ
無
コ
心
想
」
故
-
一
名
ゴ
ク
無
相
行
↓
。

(
大
正
四
六
・
七

O
O
上
)

無
栢
行
と
は
、
坐
禅
に
限
定
さ
れ
な
い
も
の
で
為
り
、
行
住
坐
臥
飲
食
語
言
の
全
て
の
行
為
に
お
い
て
、

一
切
法
に
対
し
心
想
寂
滅

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
無
担
行
の
拙
伴
走
は
他
の
三
界
次
第
す
る
よ
う
な
禅
定
と
は
異
な
る
と
し
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て、

三
界
の
い
ず
れ
に
も
住
し
な
い
行
で
あ
る
と
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

『
無
害
三
味
』

そ
う
し
た
意
味
で
も
、

『
無
誇
三
味
』

で
は
定
に
大
別
し
て
三
種
を
説
き
、

そ
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
得
果
に
も
区
別
が
あ
り
、⑦
 

の
禅
定
は
西
念
廷
を
中
心
と
し
た
次
第
す
る
禅
定
の
行
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

で
は
三
界
次
第
す
る
四
念
処
等
の
禅
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

三
界
と
三
乗
と
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、

故
に
、

『
無
誇
三
昧
』

『
安
楽
行
義
』
に
よ
る

こ
の
点
に
お
い
て
、

三
界
次
第
し
な
い
、

い
ず
れ
の
界
に
も
住
し
な
い
と
い
う
無
相
仔
と
し
て
の
禅
定
と
い
う
明
確
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

『安

で
は
、

楽
行
義
』

こ
の
書
の
重
要
な
意
義
で
あ
る
不
次
第
、
頓
覚
に

に
い
う
三
界
次
第
し
な
い
禅
定
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、

よ
る
禅
定
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
次
第
と
不
次
第
と
い
う
観
点
か
ら
雨
書
に
お
け
る
禅
定
の
捉
え
方
が
違
い
、

そ
れ
は
『
安
楽
行

南岳慧患における禅畿の考察

義
』
に
お
い
て
そ
の
進
震
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
次
に
、
諦
経
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
れ
は
有
栢
行
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

復
タ
次
一
一
存
棺
行
ト
ハ
、
此
ハ
是
普
賢
勧
発
口
問
中
ニ
ア

1
語
コ
テ
法
華
経
寸
散
心
ニ
精
進
ス
。
如
け
是
ノ
等
ノ
人
ハ
不
レ
修
弐
禅
定
イ
、
不
レ

入一
J

三
味
一
一
、
若
シ
ハ
坐
若
シ
ハ
立
若
シ
ハ
行
、
一
心
ニ
専
二
念
シ
テ
法
華
ノ
文
字
ザ
、
精
進
シ
テ
不
レ
玖
セ
。
如
凶
救
コ
ガ
頭
狭
山
イ
。
是
名
ゴ
ク
文

字
-
一
骨
粗
行
ゴ
此
ノ
一
行
者
不
レ
顧
一
、
一
身
命
三
若
シ
行
成
就
セ
パ
、
即
チ
晃
一
一
普
賢
ノ
金
麟
ノ
色
身
↓
、
乗
寸
一
テ
六
牙
ノ
象
王
一
一
、
住
コ
其
ノ

人
ノ
前
一
一
。
以
一
寸
ァ
金
織
杵
↓
擬
コ
レ
パ
行
者
ノ
眼
-
一
て
捧
道
ノ
罪
滅
シ
、
眼
根
一
清
浄
ニ
シ
テ
、
得
下
見
一
一
釈
迦
イ
、
及
ピ
見
料
コ
ト
ヲ
七
仏
片
山
。

復
タ
晃
一
J

十
方
三
註
ノ
諸
弘
す
至
心
-
一
犠
錦
、
ン
テ
、
在
一
J

テ
諸
仏
ノ
前
一
一
五
体
設
地
シ
、
起
ヮ
合
掌
シ
立
ツ
テ
得
一
二
三
種
ノ
陀
羅
尼
門
す

菩
薩
ノ
道
慧
ナ

1
二
一
一
ハ
者
百
千
万
嬉
旋
詑
羅
尼
、
具
一
一
足
シ
テ
菩
薩
ノ
道
種
慧
ザ
、
法

一
ニ
ハ
者
総
持
陀
羅
尼
、
肉
眼
天
眼
一
一
シ
テ
、

摂
請
捧
ナ
ヮ
。
三
者
ニ
ハ
法
昔
方
便
陀
羅
芝
、
其
一
一
足
シ
テ
菩
譲
二
切
種
慧
↓
、
弘
践
請
浄
ナ
ヮ
。
是
時
期
チ
得
レ
具
一
一
足
ス
ル
コ
ト
ヲ
一

切
ノ
三
世
ノ
仏
法
ザ
、
或
ィ
二
生
一
一
修
行
シ
テ
得
一
一
具
足
三
コ
ト
ヲ
、
或
ィ
ハ
二
生
-
一
得
、
極
大
遅
ハ
者
三
生
一
一
即
チ
得
。
若
シ
顧
一
、
一
テ
身
命
そ

貧
ヨ
レ
パ
西
事
ノ
供
養
一
て
不
レ
能
一
ハ
一
勤
穆
イ
ル
コ
ト
。
経
げ
モ
劫
ヲ
不
レ
得
。
是
故
-
一
名
ヅ
ケ
テ
為
コ
有
相
↓
・
也
。
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(
大
正
四
六
・
七

0
0
上
i
中
)

有
相
行
で
は
『
法
華
経
』
を
受
持
、
読
請
す
る
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
り
、
詑
羅
尼
を
得
る
た
め
の
行
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

相
行
と
同
じ
よ
う
に
、
行
・
立
・
坐
等
の
一
切
の
行
為
に
お
い
て
為
さ
れ
る
行
で
あ
り
、
そ
し
て

進
す
る
も
の
に
し
て
、
禅
定
の
行
で
は
な
く
三
味
に
入
ら
ず
に
行
・
立
・
坐
に
お
い
て
一
心
に
法
華
の
文
字
に
専
念
す
る
も
の
で
あ

『
法
華
経
』
を
読
議
し
散
心
に
精

る
。
こ
れ
を
文
字
有
棺
行
と
名
付
け
る
。
そ
し
て
、

『
法
華
経
』
を
た
だ
単
に
語
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
理
義
に
深
く
入
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
語
経
と
禅
乏
の
関
認
に
つ
い
て
、

『
安
楽
行
義
』

で
は
、

南岳慧思における禅観の考察

有
山
テ
人
求
げ
道
ヲ
、
受
一
一
持
シ
テ
法
華
寸
読
諦
修
行
シ
、
観
一
イ
ァ
法
性
ノ
空
寸
、
知
ゴ
十
八
界
ノ
無
所
有
性
イ
、
得
一
J

深
ィ
禅
定
イ
、
具
二
足
ス

(
同
右
・
六
九
八
下
)

四
種
ノ
妙
ナ
ル
安
楽
行
イ
。

と
い
わ
れ
、
入
あ
っ
て
仏
道
を
求
め
て

『
法
華
経
』
を
読
謁
修
行
(
有
相
行
)
す
る
こ
と
で
諸
法
の
空
な
る
こ
と
を
知
り
、
深
い
禅

定
(
無
栢
行
)
を
得
て
四
種
の
妙
な
る
安
楽
行
を
具
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

『
安
楽
行
義
』

で
は
語
経
と
禅
定

つ
ま
り
、

と
は
司
詩
的
進
行
に
お
い
て
行
と
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
禅
定
の
行
中
心
と
い
う
も
の
で
誌
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

安
楽
行
の
定
義
を
説
く
中
で
、
行
に
つ
い
て
、

心
-
一
無
け
所
レ
行
ズ
ル
修
り
テ
禅
ヲ
不
レ
息
セ
井
ベ
テ
持
コ
ガ
法
華
イ
故
-
一
名
ヅ
ケ
テ
為
以
行
ト
。

(
同
右
・
七

0
0
下
)

と
あ
り
、

心
に
分
別
す
る
こ
と
な
く
、
禅
を
修
し
て
体
ま
ず
、
並
べ
て
法
華
を
受
持
す
る
が
故
に
行
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、 盆E

戸
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実
践
の
行
と
し
て
禅
定
と
法
華
の
読
語
と
が
安
楽
行
の
定
義
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
か
ら
、

『
無
誇
三
味
』

で
は
、
高
朝
の
義
学
講
経
の
傾
向
に
対
し
て
あ
え
て
強
く
禅
の
主
張
を
行
い
、
禅
を
軽
ん
じ
る
講
経

者
や
禅
を
も
ち
い
な
い
散
心
諦
経
者
を
批
判
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
全
く
の
読
諦
行
の
批
判
で
は
な
く
、
慧
思
の
思
想
の
根
患
に

は
、
定
と
文
字
の
法
と
の
兼
修
や
、
禅
智
と
多
聞
の
義
を
具
足
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た
。

法
華
三
昧
の
行
と
し
て
無
相
行
(
禅
定
)
と
有
担
行
(
読
議
行
)
と
し
て
捧
系
化
さ
れ
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の

一
方
、
『
安
楽
行
義
』
に
な
る
と
、

書
で
は
、
特
に
弾
走
を
重
視
す
る
よ
う
な
態
度
で
は
な
く
、
法
華
三
味
の
行
と
し
て
差
別
な
く
説
か
れ
、
ま
た
無
相
行
の
禅
定
は
、

『
無
誇
三
味
』
の
四
念
処
を
中
心
と
し
た
次
第
す
る
禅
定
か
ら
、

不
次
第
と
し
て
の
禅
定
へ
と
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

南岳慧患における禅観の考察

一
一
、
法
身
の
顕
現
に
関
し
て

『
無
誇
三
味
』
↓
『
安
楽
行
義
』

へ
と
、
禅
定
と
語
経
の
行
法
が
体
系
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
如
来
蔵
に
関
し
て
も

こ
の
よ
う
な
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
無
誇
三
味
』
に
、

欲
コ
ル
坐
禅
ペ
ン
ト
持
、
応
一
戸
三
先
ニ
観
コ
身
ノ
本
イ
。
身
本
ト
ハ
者
如
来
蔵
也
。
事
タ
名
コ
ク
自
性
清
浄
心
づ
是
名
コ
ク
真
実
心
づ

(
大
正
四
六
・
六
二
八
上
)

と
あ
り
、
坐
禅
を
接
す
る
と
き
に
辻
ま
ず
身
の
本
を
観
ぜ
よ
と
し
、
身
の
本
と
は
如
来
裁
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
如
来
裁
は

「
如
来
蔵
身
未
曽
異
」
(
同
右
・
下
)
と
い
っ
て
、
慧
患
は
凡
夫
の
千
変
万
化
す
る
生
滅
心
の
基
本
に
、
不
変
不
動
の
'
如
来
蔵
が
島

る
と
説
く
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
如
来
裁
は
い
か
に
し
て
体
認
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
「
坐
禅
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
ま
さ
に
先
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ず
身
の
本
を
観
ず
べ
し
。
身
の
本
と
は
如
来
蔵
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

禅
定
に
よ
っ
て
体
認
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

衆
生
ハ
雄
一
円
モ
在
コ
ト
如
来
蔵
J

不
り
パ
修
一
三
挟
定
イ
尉
チ
不
レ
見
。
浄
或
禅
智
豆
一
〈
コ
レ
ノ
六
度
三
語
浄
ノ
法
身
ハ
乃
チ
顕
項
ス
o

浄
妙
ノ
真

金
ハ
和
一
J

水
謀
斗
。
能
ク
塗
コ
世
間
ノ
種
種
ノ
様
一
一
一
。
如
来
蔵
ノ
金
ハ
和
コ
禅
定
ゴ
法
身
ノ
神
通
ハ
応
現
シ
テ
在
宅

(
同
右
・
六
三

O
上
)

と
あ
り
、
衆
生
に
は
如
来
蔑
が
・
あ
る
が
、
戒
・
定
を
穆
し
な
け
れ
ば
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
浄
戒
、
禅
、
智
と
と
も
に
六
度

③
 

如
来
議
を
法
身
と
言
い
換
え
て
復
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

を
修
す
れ
ば
、
清
浄
な
法
身
が
顕
現
す
る
と
い
う
。
ま
た
こ
こ
で
は
、

南岳慧忍における機観の考察

禅
定
と
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
身
の
神
通
は
現
れ
る
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

『
無
誇
三
味
』

如
来
蔵
の
金
は
、

は

如
来
蔵
(
法
身
)
を
顕
現
す
る
に
は
、

禅
乏
に
よ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、

の
如
来
蔵
に
つ
い
て
み
る
と
、

禅
定
を
修
す
る
こ
と
に
関
連
し
て
、

『
安
楽
行
義
』

知
コ
安
楽
行
品
ノ
初
一
一
説
J

ノガ
o

何
ヲ
以
ッ
テ
ノ
故
ニ
。

異
ナ
リ
。
如
コ
仏
蔵
経
中
-
一
説
J

ノガ
c

三
十
二
梧
、

動
ス
修
ス
ル
禅
定
イ
者
ト
ハ
、

一
一
切
衆
生
具
一
一
足
シ
法
身
蔵
↓
、
与
レ
仏
一
ニ
シ
テ
無

ω

八
十
種
訴
、

湛
然
清
治
ナ
り
。
衆
生
担
ダ
以
コ
テ
乱
心
惑
障
イ
、

六
情
緒
講
一
一
シ
テ
、

法
身
不
レ
現
ゼ
。
如
コ
鏡
ノ
塵
者
ノ
面
復
不
♂
現
ぞ
。
是
故
一
一
行
人
勤
一
一
修
ス
禅
定
ザ
。
浄
コ
惑
樟
ノ
垢
マ
法
身
顕
現
ス
。
是
故
ニ
経
』
一

耳
鼻
舌
身
意
モ
亦
タ
復
タ
揺
り
是
ノ
。
若
シ
坐
禅
ス
ル
時
、

一R
ハ
ク
。
法
師
ノ
父
母
所
生
/
清
浄
土
常
ノ
眼
ニ
シ
テ
、

不
レ
見
一
二
諸
法
ノ
常
ト

与一
J

無
言
J

知一
J

安
楽
行
中
-
一
説
J

ノガ。

菩
薩
観
コ
テ
一
一
切
法
↓
、

繋
げ
有
コ
コ
ト
常
住
、
一

亦
タ
無
一
J

起
減
」
是
名
γ
一
ク
智
者
ノ
所
親
近

慮↓。

(
同
右
・
六
九
八
・
上
)

と
あ
り
、

仏
と
衆
生
が
と
も
に
法
身
を
具
足
し
て
同
一
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、

た
だ
衆
生
の
六
根
が
汚
れ
て
い
る
た
め
そ
の
法
身
が で

ハひ



顕
れ
な
い
の
だ
と
し
、

そ
の
た
め
に
禅
定
を
修
し
て
惑
障
の
垢
を
諦
め
れ
ば
法
身
が
顕
れ
る
と
い
う
c

そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
法
師

は
父
母
所
生
の
漬
浄
な
る
常
の
眼
に
し
て
、
耳
鼻
舌
身
意
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
」
と
し
て
『
法
華
経
』

⑨
 

に
説
か
れ
る
六
根
清
浄
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

の
法
師
功
徳
口
問
、
あ
る
い

は
『
観
普
賢
菩
瑳
行
法
経
』
(
以
下
『
普
賢
観
経
』
)

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
法
身
を

顕
わ
す
た
め
に
六
根
を
請
浄
に
す
る
の
だ
と
し
、

そ
の
た
め
に
禅
乏
を
行
う
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

『
安
業
行
義
』
で

は
無
棺
行
は
禅
定
の
行
で
・
占
め
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
都
世
相
行
に
よ
っ
て
法
身
が
顕
現
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

女日
来

蔵
に
関
し
て
こ
の
書
の
最
後
に
、

高岳慧思における禅観の考察

而
ル
-
一
観
コ
ル
ト
ハ
諸
法
如
実
ノ
相
寸
者
、
五
陰
十
八
界
十
二
国
縁
、
皆
目
疋
真
如
実
性
ナ
リ
。
〈
:
:
:
中
略
:
:
:
〉
生
死
浬
繋
無
け
一
無
り

異
。
九
夫
ト
及
ど
仏
ト
ハ
無
一
山
二
。
法
界
ナ
ル
ガ
故
一
一
不
レ
可
一
J

ラ
分
別
す
〈
:
・
:
・
中
略
:
:
:
〉
是
名
ゴ
ク
菩
薩
摩
認
薩
ノ
行
処
寸
。
初
入
聖

位
ハ
却
チ
与
ト
等
シ
ク
、
此
ハ
是
不
動
真
常
/
法
身
ナ
リ
。
非
子
疋
方
榎
縁
合
ノ
法
身
-
一
一
。
亦
タ
得
レ
名
バ
ク
ル
コ
ト
ヲ
為
以
ト
証
コ
ト
如
来
議
乃
至

意
蔵
↓
。

(
同
右
・
七

O
二
上
i
下
)

と
し
て
、

『
法
華
経
』
安
楽
行
口
却
の
諸
法
如
実
の
相
を
観
と
る
と
い
う
、

菩
蓬
摩
詞
薩
の
宥
処
の
説
明
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
慧
思
は
こ
の
境
地
に
住
す
る
な
ら
ば
、
方
便
を
仮
り
ず
し
て
、
能
く
一
切
の
神
通
を
発
す
と
な
し
、

不
動
真
常
の
法
身
と
呼
ぴ
、

ま
た
如
来
蔵
乃
至
意
識
を
証
し
た
も
の
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
慧
患
は
如
来
議
思
想
に
立
ち
、
清
也
知
な
る
法
身
を
顕

現
す
る
こ
と
を
重
要
な
意
義
と
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
法
身
を
顕
現
す
る
と
い
う
の
は
、
持
定
の
行
だ
け
で
は
な
く
、
有
相
行
に
よ
る
経
典
読
諦
の
行
に
よ
っ
て
も
可
能

と
な
る
。
先
達
の
有
担
行
の
引
用
の
よ
う
に
、
有
相
行
は
普
賢
勧
発
品
と
記
述
内
容
か
ら
『
普
賢
観
経
』
に
基
づ
く
行
で
あ
る
と
わ

か
る
。
こ
の
有
棺
行
は
、
普
賢
の
現
前
に
よ
り
「
金
融
杵
を
も
っ
て
行
者
の
眼
に
擬
す
れ
ば
、
樟
道
罪
滅
し
、
眼
根
清
浄
に
し
て
釈
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迩
を
見
る
こ
と
を
得
。
」

犠
悔
の
法
が
説
か
れ
る
。

こ
の
、

三
味
に
入
ら
な
い
散
心
読
議
の
行
は

(
同
右
・
七
七

O
中
)
と
し
て
、

『
普
賢
観
経
』
に
法
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
に
お
い
て
、
衆
生
が
ど
の
よ
う
に
し
て
煩
協
を
断
ぜ
ず
、

五
欲
を
離
れ
ず
し
て
諸

根
を
浄
め
、
罪
を
滅
し
、
父
母
所
生
の
清
浄
な
眼
に
し
て
、
障
外
の
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

と
開
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
仏
は
、

南岳慧足、における禅観の考察

楽
勺
得
一
ゴ
六
根
清
捧
ザ
者
ハ
、
当
ア
学
ユ
是
ノ
観
ザ
。
此
ノ
観
ノ
功
徳
ハ
、
除
コ
テ
諸
ノ
捧
礎
ザ
、
見
コ
上
妙
ノ
色
イ
。
不
可
モ
入
一
J

三

一
一
白
ヨ
リ
至
コ
パ
三
七
日
一
一
一
、
得
レ
見
一
ル
一
コ
ト
ヲ
普

一
生
ニ
得
レ
見
ル
コ
ト
ヲ
、
復
タ
有
山

不
山
コ
ト
離
コ
大
乗
イ
、

七
七
日
蓋
ク
シ
テ
然
シ
テ
後
一
一
得
レ
見
ル
コ
ト
ヲ
、
復
タ
有
山
重
キ
コ
ト
者
ハ
、

二
生
ニ
得
レ
見
ル
コ
ト
ヲ
、
復
タ
有
山
重
キ
コ
ト
者
ハ
、

味
一
一
、
但
ダ
諦
持
ス
ル
ガ
故
-
一
、
専
心
-
一
修
習
ン
、

賢
三
有
一
J

重
キ
障
一
者
ハ
、

心
心
相
次
ィ
デ
、

三
生
ニ
得
レ
見
ル
コ
ト
ヲ
。

(
大
正
九
・
三
八
九
下
)

重
キ
コ
ト
者
ハ
、

『
普
賢
観
経
』

で
は
識
海
の
法
を
説
き
六
担
清
浄
を
得
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、

こ
の
普
賢
の
行
(
普
賢
観
)
を
行

と
窓
口
え
る
。

ず
る
者
は
諸
々
の
障
り
を
取
り
除
き
、
三
味
に
は
入
ら
な
い
で
、
読
請
し
て
心
を
専
ら
修
習
し
て
三
七
百
の
関
大
乗
を
離
れ
な
け
れ

ば
、
普
賢
の
現
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
有
担
行
は

『
普
賢
観
経
』

に
よ
る
読
議
行
に
よ
っ
て
隈
な
ど
の
六
根
の
渚
浄
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

さ
き
江
ど
の
六
情
暗
漢
に
し
て
法
身
が
顕
れ
な
い
た
め
禅
定
を
行
う
と
い
う
こ
と
と
目
的
が
同
じ
で
あ
り
、
六
根
清
浄
を
得
て
法
身

を
顕
わ
す
と
い
う
こ
と
は
、
禅
定
の
行
で
あ
る
無
相
行
だ
け
で
は
な
く
、
有
相
行
に
よ
っ
て
も
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

で
は
衆
生
の
本
来
清
浄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
意
義
で
る
り
、
慧
思
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
『
普
賢

守
令
。

『
安
楽
行
義
』

観
経
』

そ
れ
を
経
典
読
一
説
の
行
に
よ
っ
て
身
に
証
す
る
仔
と
し
て
有
相
行
を
規
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

に
よ
っ
た
も
の
と
思
え
、

た、

『
普
賢
観
経
』
4

』、

Q
d
 
Aυ 



悪
築
、
不
善
、
悪
邪
心
ノ
故
-
一
、
多
ク
犯
ヨ
ン
諸
ノ
戒
及
ピ
威
議
ノ
法
子
。
若
シ
欲
刊
パ
捻
滅
シ
テ
令
サ
無
コ
ラ
過
患
、
一
還
ッ
テ
為
コ
テ
比
丘
↓

呉
判
ン
ト
沙
門
ノ
法
M
、
当
一
戸
下
勤
修
シ
テ
読
一
、
一
方
等
経
典
ザ
、
思
一
J

テ
第
一
義
甚
深
ノ
空
法
ザ
、
令
恥
此
ノ
空
慧
ヲ
シ
テ
輿
レ
心
梧
応
民
。

(
大
正
九
・
三
九
四
上
)

経
典
の
読
議
に
よ
り
第
一
義
甚
深
の
空
法
を
念
ず
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
念
じ
た
空
の
智
慧
と
心
と
を
棺
応
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
定
と
慧
の
担
或
が
説
か
れ
、
慧
患
に
し
て
単
な
る
読
語
一
行
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

こ
の
有
相
行
と
禅
定
に
よ
る
無
相
行

と
の
両
行
に
よ
っ
て
、
法
華
三
昧
の
行
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
普
賢
信
仰
に
よ
る
経
典
読
議
の
法
は
古
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来
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
普
賢
の
路
現
を
念
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
慧
思
に
と
っ
て
辻
単
に
普
賢
の
惑
現
と

い
う
よ
り
、
自
ら
の
父
母
所
生
の
六
根
が
渚
捧
と
な
る
よ
う
実
修
し
、
空
観
及
び

『
法
華
経
』

の
諸
法
実
相
を
体
得
す
る
た
め
の
行

と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
結

ぴ

高
輯
に
お
け
る
講
経
偏
重
に
対
し
て
、
慧
忠
は
禅
定
の
行
を
主
張
し
『
無
誇
三
昧
』
に
お
い
て
坐
禅
を
軽
ん
じ
る
議
経
者
や
講
経

の
者
を
批
判
し
た
。
こ
れ
が

『
無
誇
三
味
』
に
お
け
る
特
徴
と
そ
の
役
割
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ゅ
、
え
に
、
こ
の
書
で
は
禅
定
の
重

『
無
誇
三
味
』
で
語
経
の
行
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
思
想
の

視
を
ひ
た
す
ら
説
い
た
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て

担
底
に
は
禅
定
と
多
開
の
義
(
諦
経
)
と
を
兼
接
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

一方、

『
安
楽
行
義
』
に
な
る
と
禅
定
と
諦
経
を

『
法
華
経
』
に
よ
る
頭
覚
、
不
次
第
の
行
と
し
て
、
無
相
行
(
禅
定
)

と
有
相
行
(
読
語
行
)
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
『
安
楽
行
義
』
に
至
っ
て
、
禅
定
の
行
と
読
議
行
と
が
一
つ
に
体
系
化
さ
れ
、

並
べ
て
行
ず
る
こ
と
を
説
き
、

そ
れ
は
思
想
的
展
開
と
し
て
、



法
華
三
昧
の
行
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
で
忘
る
。
議
経
は
学
解
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
定
が
行
じ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
学
解
と
実
践
の
統
一
を
図
っ
た
と
も
い
え
、
南
北
に
わ
た
っ
て
偏
っ
た
仏
教
界
の
愚
習
を
正
し
た
書
が
『
安
楽
行
義
』
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、

の
「
坐
語
あ
い
つ
い
で
」
と
い
う
伝
記
と
な
っ
て
残
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
定
と
慧
の

『
続
吉
岡
信
伝
』

双
つ
な
が
ら
開
い
た
」
も
の
で
あ
っ
た
。
江
東
の
仏
教
界
の
義
門
重
視
と
禅
法
の
軽
視
に
対
し
て
は
、

『
無
誇
三
味
』
に
よ
り
、
そ

の
反
駁
の
書
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
慧
患
の
思
想
は
禅
乏
に
偏
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
践
と
学
解
と
が
等
し
く
行

じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
法
身
を
顕
す
こ
と
が
、
慧
患
の
思
想
の
重
要
な
意
義
で
あ
り
、

こ
の
自
己
の
接
行
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
衆
生
を
教
化
す

南岳聾忍における禅観の考察

る
こ
と
を
-
説
い
た
。
こ
の
法
身
を
顕
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

『
無
誇
三
味
』

で
は
専
ら
禅
定
の
行
に
よ
る
こ
と
が
説
か
れ
、

『
安
楽

で
は
禅
乏
の
行
で
あ
る
無
相
行
と
経
典
の
読
議
行
で
あ
る
宥
相
行
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

『
無
誇
三
味
』
か
ら
『
安
楽
行
義
』
へ
と
行
の
体
系
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
る
る
。

行
義
』

こ
れ
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

慧
思
の
思
想
は
禅
定
の
み
の
行
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
故
に
、

一
概
立
慧
思
を
禅
観
至
上
主
義
者
だ
と
す
る
の
は
、

少
し
偏
っ
た
見
方
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
無
誇
三
味
』

が
説
か
れ
た
理
由
を
考
、
え
る
と
、

強
く
禅
乏
を
主
張
し
た
と
す
る
こ
と

も
、
そ
の
一
側
面
の
み
を
捉
え
た
も
の
と
い
え
る
。
た
し
か
に
、
禅
法
組
織
を
体
系
化
し
、
禅
法
を
再
興
し
て
南
北
に
そ
の
影
響
を

受
け
な
い
も
の
誌
な
い
誌
ど
の
功
績
を
慧
思
は
残
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
慧
患
の
思
想
の
一
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
の

み
に
主
眼
を
お
く
と
、
慧
患
の
禅
法
以
外
の
思
想
の
価
値
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
内
容
に
つ
い
て
論
じ
、
慧
患
の
思
想
は
禅
観
至
上
主
義
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、

『
無
誇
三
味
』
と

『
安
楽
行

義
』
の
比
較
を
行
い
、

と
い
う
怠
論
を
提
示
し
た
。
今
後
、

さ
ら
に
慧
患
の
著
述
の
罷
に
み
ら
れ
る
棺
違
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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註①
こ
の
三
著
年
に
つ
い
て
、
佐
藤
哲
英
氏
(
『
統
天
台
大
師
の
研
究
』
一
九
八
一
年
百
華
苑
)
辻
、
『
槌
自
意
三
味
』
は
慧
忌
が
三
十
四
議

か
ら
三
十
九
議
に
い
た
る
成
立
と
し
、
『
無
誇
三
味
』
は
慧
思
が
酉
十
議
よ
り
四
十
三
歳
ま
で
の
成
立
と
み
て
お
り
、
『
安
楽
行
義
』
は
最

晩
年
の
作
と
な
る
。

②
大
野
栄
人
氏
は
、
慧
患
が
修
禅
を
高
揚
し
て
禅
程
至
上
主
義
を
主
張
し
た
と
さ
れ
て
い
る
(
『
天
台
止
観
成
立
史
の
研
究
』
法
蔵
館
一

九
九
五
年
、
四
匝
頁
、
五
五
頁
参
照
)
。
大
野
氏
が
い
う
禅
観
至
上
主
義
と
は
、
他
の
行
よ
り
も
禅
定
を
至
上
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
「
修
禅
を
高
揚
し
て
禅
説
至
上
主
義
を
主
張
し
た
」
(
四
四
頁
)
と
あ
る
こ
と
や
「
大
乗
仏
教
の
根
幹
を
な
す
「
空
」
「
般
若
」
を

把
捉
す
る
終
極
は
禅
定
に
あ
り
」
(
六
一
頁
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
法
華
三
昧
の
行
と
し
て
、
無
担
行
(
弾
定
の

行
)
と
有
栢
行
(
読
諦
行
)
の
二
種
あ
り
と
し
て
い
る
が
、
有
相
行
は
ま
華
の
文
字
を
専
念
す
る
消
極
的
な
行
法
で
あ
る
と
し
、
無
相
行

よ
り
も
補
勤
的
な
行
法
と
さ
れ
て
い
る
(
五
十
夏
)
。
有
相
仔
の
上
に
、
無
相
行
を
法
華
三
昧
の
高
次
の
行
と
し
て
体
系
づ
け
た
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
「
走
慧
双
関
L

や
「
定
慧
等
し
き
法
」
と
い
う
『
続
高
僧
伝
』
の
記
述
と
異
な
る
解
釈
と
な
る
。

議
経
は
、
学
解
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
有
語
行
の
上
に
無
梧
行
を
お
く
と
い
う
の
は
、
学
解
を
下
に
み
て
、
実
践
を
上
に
お
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
慧
思
の
禅
定
重
視
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
諸
研
究
に
お
い
て
指
議
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
藷
研
究
で
は
、
大
多
数
が
慧
患
の
思
想
は
禅
定
の
行
に
重
き
を
お
く
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、

『
無
誇
三
味
』
に
お
け
る
強
い
禅
定
の
主
張
を
意
識
し
す
ぎ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
安
楽
行
義
』
に
お
い
て
も
、
禅
定
の
行
が
重
視
さ
れ
る

と
い
う
偏
っ
た
見
方
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
安
楽
行
義
』
の
内
容
で
は
禅
定
を
特
に
重
視
す
る
と
い
う
姿
勢
は
読
み
寂
れ
ず
、

こ
れ
ま
で
の
解
釈
は
、
慧
思
の
禅
定
と
い
う
一
一
面
の
み
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
『
安
楽
行
義
』
に
お
い
て

も
、
有
相
行
よ
り
無
相
行
が
重
視
さ
れ
た
と
い
う
見
解
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
『
安
楽
行
義
』
を
み
る
誤
り
、
特
に
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
違
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
根
拠
も
は
っ
き
り
一
不
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
慧

思
の
思
想
は
「
定
慧
双
開
」
し
た
も
の
と
誌
な
ら
ず
、
実
践
の
仔
に
偏
る
思
想
と
な
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は
『
安
楽
行
義
』
の
無
担
行
と
有

相
行
と
辻
同
等
に
扱
わ
れ
る
べ
き
行
で
あ
る
と
み
て
い
る
。

③

横

超

慧

E
氏
『
中
国
南
北
朝
時
代
の
仏
教
学
風
』

(
E
本
仏
教
学
会
年
報
十
七
号
所
収
)

④
経
典
の
読
議
は
実
践
の
行
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
解
を
と
も
な
う
も
の
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
読
経
は
印
度
以
来
主
と
し
て
解
義
の

為
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
法
華
経
』
の
陀
羅
尼
品
に
「
若
し
善
男
子
善
女
人
あ
り
、
能
く
こ
の
経
に
於
て
乃
至
一
の
四
句
僑
を
受
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持
し
ヨ
抗
議
し
義
を
解
し
、
説
の
如
く
修
行
せ
迂
功
徳
甚
だ
多
し
」
(
大
正
九
・
五
八
中
)
と
い
い
、
経
巻
を
読
請
し
て
其
の
義
を
解
し
、

以
て
説
の
如
く
修
行
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
法
華
玄
義
』
の
「
唯
内
に
理
観
を
修
し
、
外
に
即
ち

大
乗
経
典
を
受
持
読
一
一
読
す
る
こ
と
を
得
ば
、
需
に
観
を
胎
く
る
の
力
あ
り
、
内
外
相
和
籍
り
て
丹
信
轄
た
明
に
、
十
信
堅
屈
な
ら
ん
」
(
大

正
三
三
・
七
三
三
上
)
や
善
導
の
観
経
序
分
義

J
訳
語
大
乗
と
言
ふ
は
、
比
れ
経
教
は
之
を
喰
ふ
る
に
鏡
の
如
く
、
数
読
み
数
尋
ぬ
れ
ば

智
撃
を
開
発
す
。
若
し
智
慧
の
張
関
か
ば
、
即
ち
能
く
苦
を
厭
ひ
浬
繋
を
欣
楽
す
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
」
(
大
正
三
七
・
二
六

O
土
)

と
し
て
、
経
の
読
謁
辻
そ
の
義
を
解
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
い
る
。

⑤
法
行
の
解
釈
に
つ
い
て
は
玉
城
豪
四
郎
氏
『
心
把
捉
の
展
開
』
(
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
四
年
、
一

O
六
頁
)
参
照
。
こ
の
法
行
の

解
釈
は
、
『
大
集
経
』
を
参
照
し
た
う
え
で
の
解
釈
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤
大
野
栄
人
氏
『
天
台
止
観
或
立
史
の
研
究
』
法
議
館
一
九
九
五
年
、
友
び
関
口
真
大
氏
『
天
台
止
観
の
研
究
』
岩
波
書
宕
、
一
九
六
四
年

参
照

⑦
『
安
楽
行
義
』
に
四
念
処
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
乗
に
つ
い
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
声
関
の
行
は
苦
受
・
楽
受
・
不
苦
不

楽
受
の
三
受
を
捨
て
て
解
脱
を
得
る
苦
楽
行
と
境
定
し
、
ま
た
、
次
第
行
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
法
華
の
菩
薩
は
こ
の
よ
う
に
は
せ
ず
、
次

第
行
で
は
な
い
、
不
次
第
行
と
さ
れ
て
い
る
。
(
『
安
楽
行
義
』
大
正
四
六
・
七

O
一
上
1
中
)

⑧
法
身
蔵
は
「
勝
婁
経
』
に
「
加
来
哉
と
は
、
こ
れ
法
界
蔵
、
法
身
議
、
出
世
間
上
上
蔵
、
自
性
活
浄
蔵
な
り
」
(
大
正
十
二
・
二
二
二

上
)
と
あ
る
。

⑤
『
法
華
経
』
法
師
功
窓
口
叩
(
大
正
九
・
四
八
上
)
、
「
普
賢
観
経
』
(
大
正
九
・
三
八
九
下
)

キ
i
ワ
i
ド

慧
忌

禅
観

言語
経

学
解

定
慧

『
安
楽
行
儀
』

っ、υ


